
  
 
 
 
 
 
 

第 41回日本リハビリテーション医学会中部・東海地方会 
ならびに専門医・認定臨床医生涯教育研修会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 時 
平成 29 年 8 月 26 日（土）10:00 ‒ 16:15 

 
 

会 場 
名古屋市立大学病院 中央診療棟 3階 大ホール 

名古屋市瑞穂区瑞穂町川澄 1 
 

 
 
 
 

日本リハビリテーション医学会中部・東海地方会 
事務局：藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学 I 講座内 

  



 
 

地方会 
 
 
 
日本リハビリテーション医学会地方会参加費・認定単位 
地方会学術集会：参加費 1,000 円 
        学会参加 10 単位，発表筆頭演者 10 単位 
 
 
地方会当番幹事：前島伸一郎  
                 〒514-1295 三重県津市大鳥町 424-1 藤田保健衛生大学七栗記念病院 
                 藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学Ⅱ講座                 

 
  



 
 

一般演題 10:00 - 12:00 受付開始 9:30 
 
 
 
 
 

座長 岐阜大学医学部附属病院 青木隆明 
 

1．中途視覚障害者の眼科リハビリテーションの症例報告 
本郷眼科・神経内科 
高柳泰世，坂部 司 
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2．肉腫に対するマッサージの影響 
名古屋市立大学整形外科 

大塚隆信，三輪真嗣，林 克洋，山田 聡，岡本秀貴 
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3．軟骨無形成症に起因する脊柱管狭窄症に対するリハビリテーションの一例 
１名古屋大学医学部附属病院リハビリテーション科  
2名古屋大学医学部保健学科リハビリテーション療法学  
１菱田愛加，１門野 泉，１岡田貴士，１杉山純也，１西田佳弘，2杉浦英志 
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座長 刈谷豊田総合病院 小口和代 
 
 
 
 

4．くり返す橋出血を繰り返した海綿状血管腫の一例 
1藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学 II 講座 
2藤田保健衛生大学医学部連携リハビリテーション医学講座 
1木曽昭史，1前島伸一郎，2岡崎英人，1前田寛文，1八木橋恵，1千手佑樹，1岡本さやか，1布施郁子， 
1堀 博和，1園田 茂 
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5．強皮症および多発性筋炎の経過中にⅡ型呼吸不全を発症しリハビリテーションを 
  施行した一例 
１名古屋大学医学部附属病院リハビリテーション科  
2名古屋大学医学部保健学科リハビリテーション療法学 
１岡田貴士，１門野 泉，１菱田愛加，１杉山純也，１西田佳弘，2杉浦英志 
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6．特異な嚥下動態を呈した外傷性混合性喉頭麻痺の一例 
１浜松市リハビリテーション病院リハビリテーション科 
２浜松市リハビリテーション病院リハビリテーション部 
３東京慈恵会医科大学附属柏病院神経内科 
１杉 貴文，１金沢英哲，２滝浪綾乃，３谷口 洋，１高橋博逹，１藤島一郎 
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座長 国立長寿医療研究センター 近藤和泉 

 

7．脳卒中後嚥下障害-大脳片側病巣，両側病巣患者の比較 
１藤田保健衛生大学医学部連携リハビリテーション医学講座 
２藤田保健衛生大学七栗記念病院リハビリテーション部 
3藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学 II 講座 
4藤田保健衛生大学七栗記念病院歯科 
1岡崎英人，2松岡明香，2中嶋友美，2冨田早紀，4金森大輔，2永田千里，2坂口貴代美，3園田 茂 
 
 脳卒中患者は，大脳片側病巣に比し両側病巣は嚥下障害が残存し易いとされているが，回復期リハビ
リテーション病棟に入院し摂食・嚥下障害臨床的重症度分類（DSS）が同じの患者の予後については不
明である．今回，当院回復期リハビリ病棟に入院し，入院時の DSS が同じ大脳片側病巣，両側病巣患者
67 名の嚥下障害の実態を後方視的に調査し若干の知見を得たので報告する． 
 

 
 
 
 

8．嚥下造影検査で用いるボーラスの喉頭侵入・誤嚥における難易度 
１藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学 I 講座 
３藤田保健衛生大学医療科学部リハビリテーション学科 
１小川真央，１加賀谷斉，１青柳陽一郎，１大高洋平，２小野木啓子，１柴田斉子，２尾関 恩，１森 志乃， 
１溝越恵里子，１赤堀遼子，１才藤栄一 
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9．バランス練習アシストロボット訓練による動的バランスの変化 
1刈谷豊田総合病院リハビリテーション科 
２藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学Ⅰ講座 
１大高恵莉，１小口和代，2大高洋平，１松浦広昂，１服部亜希子，1後藤進一郎，1酒井元生，2平野 哲， 
 2才藤栄一 
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10．頸髄損傷患者に対する歩行補助ロボットWPAL の応用 
１国立長寿医療研究センター 
２藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学Ⅰ講座 
３藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学Ⅱ講座 
４輝山会記念病院リハビリテーション科 
５藤田保健衛生大学医療科学部リハビリテーション学科 
６藤田保健衛生大学病院リハビリテーション部 
７東名ブレース株式会社 
８アスカ株式会社開発本部 
Ⅰ波多野和樹，2平野 哲，2才藤栄一，2角田哲也，3布施郁子，4清水康裕，2向野雅彦，2舟橋怜佑， 
5田辺茂雄，6加藤正樹，7宇野秋人，8武満知彦 
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総会�

13:40 - 13:55 
研修会に先立って総会を行います．ぜひご出席下さい． 

 
 
 

 
専門医・認定臨床医生涯教育研修会 

特別講演 14:00 - 16:15 受付開始 13:00 
 
 
血管性認知症の臨床最前線  
 

三重大学大学院医学研究科病態神経内科学講座  冨本秀和 

司会：藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学Ⅱ講座 園田 茂 

 
 
脳卒中リハビリテーション-最大限の機能回復をめざして‒ 
 

        鹿児島大学大学院医歯学総合研究科リハビリテーション医学 下堂薗 恵 

司会：藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学Ⅱ講座 前島伸一郎 

 
 
 
◎日本リハビリテーション医学会専門医・認定臨床医認定単位について 
 研修会認定単位：１講演毎に 10 単位 
 受講料    ：１講演（10 単位）毎に 1,000 円 
         認定単位非取得者は単位数に関係なく受講料 1,000 円 
 
 
◎認定臨床医資格要件 
 認定臨床医認定基準第 2条 2項 2号に定める指定の教育研修会（必須以外）に該当します．                                       
 平成 19 年度より「認定臨床医」受験資格要件が変更となり，地方会で行われる生涯教育研修会も 
 １講演あたり 10 単位が認められます． 
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